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The 
   Essential

Floss or Die

“デンタルフロスをする” か “死ぬか”

喫煙している人は歯周病に 
３倍かかりやすくなります。

口腔清掃状態の悪い妊婦さんか
らは「未熟児」や「低体重児」
が７倍生まれやすくなります。

１９９７年にアメリカで衝撃的なフレーズが世間を騒がせました。 

『Floss or Die（フロスをするか死か）』 

このフレーズはテレビニュースでも取り上げられ、多くのアメリカ市民に歯周病予防の大切
さを知らしめることとなりました。

このキャンペーンの中では、お口を不潔に保つことがいかに全身の病気に関係してい
るかということに着目していました。 

例えば、歯周病になっている妊婦さんから生まれた子供は「低体重児」や「未熟児」
である確率が７倍高くなります。 

口の血管を通ってバクテリアが血流に乗ることで血管を傷つけ、心臓にまで達しま
す。 

バクテリアによって傷ついた血管は修復するときに内部が肥厚し血管の内径を細く
し、弾力性を失います。

この結果「動脈硬化」や「狭心症」が起きるのです。 

同じく血流に乗ったバクテリアが生殖器の血管に作用すると「勃起不全」として症状が
現れます。 

アメリカで行われた調査によると、歯周病になっている人は健常者と比べて７倍もED
になることが分かりました。 

こういった科学的な事実から、お口の健康を保つために次の４項目が推奨されていま
す。 

1. フッ素入り歯磨き粉で１日２回歯を磨き、３～４ヶ月毎に歯ブラシを取り替える。 
2. 毎日フロスをする。 
3. バランスの良い食事を心がける。 
4. 定期的な歯科健診を受ける。

http://www.apple.com/jp
http://www.apple.com/jp


 

フロスをするか死か

【口腔内を不潔にすることで起きる体への悪影響】

（口臭）

（心臓病）

（糖尿病）

（勃起不全）

（呼吸系の疾患）

（動脈硬化）

（歯周病）

通常の歯ブラシやデンタルフロ
スを怠すことでバクテリアが繁
殖し、「硫化水素」などの化学
物質が生産されます。 

硫化水素の臭いは古い卵から発
せられるような臭いです。

歯の周りの骨がふやけると溶けていき、
次第に歯を失ってしまいます。 

６５歳以上のアメリカ人の２５％が歯周
病が原因で歯を失っています。

歯周病にかかっている人
は歯周病菌が血管を通し
て血流に入り込むため、
心臓の病気に２倍かかり
やすくなります。 

研究からも虫歯や歯周
病、歯を何本か失ってい
るという状態は「コレス
テロール値」と同じくら
い心臓病の予測を立てる
ことができます。

バクテリアによる重度の
感染症は心臓の動脈を詰
まらせ、心臓発作のリス
クを高めてしまいます。

アメリカ人の糖尿病患者の
９５％は歯周病にかかって
います。 

さらにその１/３は進行した
歯周病のため歯を失ってい
ます。

血流に乗った歯周病菌は血管に炎症を起こ
させ、生殖器の血流を遮断します。 

実際に歯周病の男性は健常者に比べて７倍
勃起不全になることが分かっています。

歯周病菌は血管を通って肺にま
で達し、呼吸器系を悪化させま
す。 

これはすでに肺の疾患を持って
いる患者さんで顕著に見られま
す。


